
2025 年度 緑区自立支援連絡協議会 活動報告

１ 活動の柱

1．障害のある方の権利を守れる地域を作っていきます。

障害のある方の権利を守るために、虐待防止の観点から不適切な支援につい

ての情報を行政、基幹センター、事業所等で共有することで適切な支援に切

り替えられるための検討の場を作ります。

来年度の本格実施に向けて、今年度は事務局会議の中でケースの共有を行い

ながら取り組みます。

2．地域の支援力アップの為に、ネットワークづくりに取り組みます。

① 部会活動を中心に、事業所同士の交流や、部会の枠を超えた横のつながりを作

っていきます。

② 当事者参加、構成員のネットワークづくりを引き続き進め、当事者や家族、ま

た事業所が孤立する事がないように取り組みを進めます。

③ 障害分野以外の関係団体との連携や情報共有、ネットワークづくりに取り組み

ます。

3．障害がある人もない人も、誰もが住みやすく、お互いに支えあえる街づくりに

取り組みます

緑区民まつり（障害者と区民のつどい）の中で、障害のある方と区民の皆さんが

一緒に参加できる企画を通じて障害理解が深まることを目的として、「第 14 回

障害のある人もない人も共につくる緑区民のつどい」を開催します。



2．2025 年度 日程

事務局会議・運営委員会他 内容

４月 事務局会議（10 日）

5 月 運営委員会（30 日） 個別避難計画作成モデル事業について

重層的支援体制整備事業の報告

6 月 ●全体会（26 日） 活動報告、活動計画、決算予算

会長・副会長選任

7 月 事務局会議（24 日） 見守りネットワークの開催について

9 月 運営委員会（3 日） 見守りネットワークの説明

10 月 事務局会議

見守りネットワーク（23 日）

★第 14 回 障害のある人も

ない人も共につくる緑区民の

つどい(25 日)

緑区区民まつり（障害者と区民のつどい）にて開

催

11 月 運営委員会（27 日） 各部会から集約した地域課題の報告、意見交換

つどい報告

1 月 事務局会議

見守りネットワーク（15 日）

2 月 運営委員会（26 日） ・強度行動障害支援ニーズ把握に係るアンケート

結果から見える現状について

・名古屋市自立支援連絡会の報告

３月 南ブロック連絡会(3 日) ・南ブロックの共通の地域課題の討議（障害者支

援課認定支払係、4 区（緑・南・天白・瑞穂）の

区役所・支所・保健Ｃ・基幹Ｃ）

・各区から地域課題の文書を市に提出

  

・南ブロック会議・・・年６回（４月、6 月、８月、１０月、１２月、2 月）

  ・名古屋市自立支援連絡会 年 3 回 ①6 月 ②12 月 ③3 月

全体会   年 1 回、活動報告、活動計画、課題交流を行っています。

事務局会議 運営委員会の議題の整理を行っています。

運営委員会 情報共有、協議会活動の推進、地域課題の集約と具体化を行っています。



2025 年度 児童関係 活動報告
障害のある子どもたちを支えるために連絡会、ネットワーク、不登校を考える会の 3 つの組織で構成してい

ます。関係者、支援者の顔の見える関係を大切にし、緑区の障害児に関わる地域課題を整理していきます。

運営委員会  4/17（木）、7/10（木）、9/11（木）、11/13（木）、1/22（木） 5 回開催

◇放デイ・児発連絡会

目的：障害のある子どもたちを支える事業所の交流を行い、横のつながりを作る。市民向け企画の実施。

構成メンバー：放課後等デイサービス・児童発達支援事業所 他

６月 13 日（金） 地域療育センターの紹介 及び名刺交換会

講師 南部地域療育センターそよ風 山下氏 参加者 34 名

徳重支所

  9 月 19 日（金） 地域課題 みどりっこひろば打合せ  参加者 34 名 徳重支所

11 月 21 日（金） みどりっこひろば 参加者 32 名 緑区役所講堂

2 月 16 日（金） 障害のある子どもたちの「はたらくための準備」参加者 29 名

講師：基幹センター 荒木

保健センター

◇障害児ネットワーク

目的：緑区における障害の子どもたちを支えるための課題を整理し、必要な資源を作る。

障害のある子どもの関係者のネットワークを作る。

構成メンバー：放課後等デイサービス、児童発達支援事業所、相談支援専門員、緑区福祉課

緑区民生子ども課  緑区保健センター 子ども応援委員会、緑区特別支援教育研究会顧問

     エリア支援保育所 南部地域療育センターそよ風 緑児童館 メンタルクリニック

緑区障害者基幹相談支援センター

７月 2 日（水）

10：00～12：00

『医療的ケア児の支援、現状について』  参加者 20 名

講師：南部地域療育センターそよ風 近藤氏

保健センター

健康増進室

10 月 8 日（水）

10：00～12：00

「子育てと親の思い」   参加者 21 名

講師：障害児サークル colorful clover 寺尾氏、小塚氏

保健センター

健康増進室

2 月 27 日（金）    

10：00～12：00

不登校を考える会実践報告 『緑児童館における平日日中の子どもの

居場所づくりモデル事業について』 参加者 37 名

講師 緑児童館 館長 伊藤暁氏

保健センター

健康増進室

◇不登校を考える会

目的：緑区内の児童に関わる課題についての交流と、関係機関への働きかけ、資源開発。

   交流会の 1 年の成果をネットワーク会議で報告し、緑区の不登校の現状を考える機会とする。

定例会 5/15（木）、7/23（木）、10/25（木）、2/4（木） 4 回実施

◇緑区 教育・福祉連携キックオフ交流会

目的：小学校の先生方と、緑区内の放課後等デイサービスの皆さんが集まって、 お互いの活動を紹介や意見交

換し、交流の場を作り、学校と福祉のつながりを深める第一歩とする。

8/21 鳴海小学校、8/22 有松小学校

◇第１回 緑区医療的ケア児ネットワーク（仮）検討会 9/9



2025年度 強行部会 活動報告

1. 活動方針と概要

2025 年度は、従来の「自閉症特性の理解と構造化」を主軸とした研修に加え、「事業所が抱え込まない体

制づくり」を掲げ、新たに「事業所訪問」を開始しました。現場の実態把握と具体的な支援技術の普及を並行

して行い、地域全体の支援力の底上げを図りました。

2. 運営委員会の開催状況

年間 5 回の運営委員会を開催し、部会運営の企画・評価および困難事例の検討を行いました。

 開催日: 4/18, 7/11, 9/12, 11/14, 2/13

 主な検討事項: 定例会の企画、事業所訪問の選定、困難事例の分散支援や人材育成の検討。また、6

月には「なるみ作業所」にて運営委員による事例検討会を実施しました。

3. 定例会・研修会の実績

計 3 回の定例会を開催し、幅広い領域の関係者が参加しました。特に第 1 回は過去最多の 84名が参加

し、会場を区役所講堂に変更するほどの反響がありました。

回 開催日 内容・テーマ 講師・報告者 参加者数

第 1 回 5/14 研修「自閉症支援がうまくいかない…最初にやることは？」奥山 善仁（あいぽ）84名

第 2 回10/17実践報告「構造化を取り入れたことによる変化」 奥山 善仁（あいぽ）31 名

第 3 回1/16 事例検討会「氷山モデルで考えてみよう」 奥山 善仁（あいぽ）46名

(２０２5 年度 のべ人数 161 名)

※参考：2024 年度 151 名

4. 新たな取り組み：事業所訪問の成果

「研修を受けても自施設での導入が難しい」という課題に対し、運営委員 4 名が直接現場に出向く活動を開

始しました。

 訪問実績: 生活介護ココロに訪問（12/4）。

 内容: 現場環境のアセスメントと構造化のアドバイスを実施。

 成果と課題: 構造化への職員の意識向上。事業所からは、全職員が意識出来るような視覚的ツール

（マニュアル）のようなものがあるとなおありがたいとの意見をいただく。

5. 活動の総括と今後の課題

 成果: 定例会の参加層が、行政、療育センター、養護学校など幅広い領域に拡大しました。また、言葉

に頼る支援（口うるさい指導）の限界を氷山モデル等の活用により再認識し、「環境調整（構造化）」の

重要性が地域に浸透しつつあります。

 課題: 研修参加後の「具体的な行動」への結びつきがまだ弱く、定着率を高めるための継続的なコー

チングやフォローアップ体制の構築が不可欠です。



2025 年度 自立支援連絡協議会相談部会 活動報告

【活動の概要】
・初任・現任インターバル実習を通じた、区単位での OJT の推進
・事例検討会等、複数のツールを用いた相談支援事業所相互の学び合いの場とする
・個々の事例から地域課題の抽出と共有、解決を協議する
・高齢分野（ケアマネサロン）や児童分野、重層的支援体制等他分野の課題を学び議論する機会
・事業所間の連携と交流

構成員：

〇緑区の相談支援事業所および緑区の障害のある方の支援をしている相談支援事業所

〇行政機関 緑区役所福祉課、徳重支所区民福祉課、緑保健センター

全て 10:00～12:00 内容 場所

4 月 22 日（火）
31 名

新年度の体制等事業所から近況報告（実地指導など
の報告も）、名古屋市集団指導等

徳重支所第１第２会
議室

５月 27 日（火）
  15 名

振り返り参加型スーパービジョン 緑区役所第２会議室

６月１9 日（木）
21 名

木全先生の講義 オンライン（Zooｍ）

７月 ８月に振り替えのため、休会
8 月 6 日（水）

        24 名
現任研修インターバル実習
（グループスーパービジョン）

緑保健センター
2 階健康増進室

９月 30（火）       
22 名

地域課題について 1 緑区役所第２会議室

１０月２8 日（火）
20 名

ケアマネサロン 緑区役所講堂

１１月２０日（木）
        28 名

①南部地域療育センターそよ風 説明会
②地域課題について 2

徳重支所
第１第２会議室

12 月 18 日（木）25 名
１２月２２日（月）

重層的支援体制整備事業の現在地
そよ風見学会

緑区役所第２会議室

１月２９日（木）
23 名

・今年度の協議会活動についての報告
・交流会

緑保健センター
2 階健康増進室

２月 27 日（金） 10-12 児童部会ネットワーク 緑保健センター
2 階健康増進室

３月 17 日（火）
20 名

日本福祉大学 木全和巳先生をコーディネーターと
して、事例検討会をグループワーク形式で深める

緑区役所第２会議室



2025 年度 日中居住事業所連絡会活動報告

１ 重点課題

(ア) 交流 事業所間の交流や連携、事業種別の交流を深める取り組みを進めます。

(イ) 研修 事業所からの要望に基づき、学習・研修会を開催します。

(ウ) 地域課題  地域の課題解決に取り組みます。

２ 定例会

定例会 日にち 場所・参加者数 内容

第 1 回 7/16（水） 緑保健センター

30 事業所

34 名参加

① 日中居住連絡会「活動計画・年間計画」・協議会報告、諸連絡

② 高齢障害者の生活を支える事業所からの報告

・地域活動支援センターしかやま 中根氏

・ぽぽホーム六条 三溝氏

・ニコニコデイサービス鶴里 松浦氏

③ グループワーク（交流会）

④ 名刺交換会（自由解散）

第 2 回 3/5（木） 緑保健センター

20 事業所

26 名参加

① 「就労選択支援 はじめの一歩」

② リタリコ野並 早川氏 制度説明+就労移行支援事業所報告

相談支援事業所カモミール 加藤氏 事例報告

③ グループワーク+ワーク報告

④ 諸連絡、年活動同報告

３ 種別交流会

第 1 回

GH 交

流会

8/21（木） 緑区区役所講堂

２２事業所

３１名参加

① 「どうする？どうやった？地域連携推進会議」

② GH かざぐるま東風 春田氏 報告

GH ほっと家 松島氏、稲田氏 報告

③ グループワーク

第２回

GH 交

流会

1/20（火） 徳重支所第一第・

二会議室

11 事業所１５名

① 「人材育成」

② 日本次世代育成支援協会 西村亜希子氏 講義

③ グループワーク

○運営委員会（リモート開催）： 5/21、6/18、10/22、1/21（中止）、3/18

○地域課題

① 高齢障害者の日中活動、グループホームでの課題

② 若年層(１６～１８歳)のグループホーム利用者への対応についての課題

４ その他  12/3（水）イオン大高「みどり福祉の店」 （共催：福祉課・日中） 10 事業所参加



精神部会  2025年度活動報告

【2025年度の取り組み】

・2025年度、定例会を 5回開催した。2025年度は「にも包括」を題材に精神保健福祉につ

いて改めて学ぶ 1 年とする予定で始めた。狙っていた通りの事が出来なかったが、多くの

方に定例会に参加頂ける機会となった。

・企画講演会については今年度、精神部会の組織強化の為定例会に力を入れる事として休止

した。

●定例会：5回

○各種実行委員会・精神部会運営委員会 8回

（4/22．5/27．7/6．8/5．9/22．10/15．11/28．2/3）
【運営委員】メンタルクリニックみなみ加藤氏 地域活動支援センターしかやま小出氏

【精神部会コアメンバー 参加事業所】

はたらく工房 緑家族会 ウイングル名古屋野並センター メンタルクリニックみなみ

ゆたか希望の家相談支援事業所 相談支援事業所 me 多機能型事業所わかた 地域活動

支援センターしかやま 緑区障害者基幹相談支援センター （新）鳴海ひまわりクリニック

【昨年度の振り返り】

① 第 1回の定例会では多くの事業所や医療機関など多様な参加者があった。

② 第 2回で「にも包括」における地域での居場所について考えてもらう機会となった。

③ 第 4回では、日中居住連絡会と合同で定例会を企画。様々な立場から意見交換を行うこ

とが出来た。           

2025年

7/29 第 1回『精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを学ぼう・話し合おう』

話題提供：名古屋市健康福祉局健康部健康増進課精神保健担当 渋田悠紀氏

     緑保健センター保健予防課精神保健・健康づくり担当

三國修課長補佐 清水美幸精神保健福祉相談員

グループワーク 参加者 39名

9/26 第 2 回『精神障害者地域活動支援事業地域活動支援センターⅠ型～居場所といわ

れる社会資源について~』
地域活動支援センターしかやま 見学会・グループワーク 参加者 25名

11/18 第 3回『地域課題について』参加者 10名

3/5 第 4回『日中居住連絡会・精神部会合同定例会 就労選択支援はじめの一歩』

話題提供者：就労移行支援事業所 LITALICOワークス名古屋野並

サービス管理責任者 早川博子氏

事例提供者：相談支援カモミール 加藤嘉夫氏

グループワーク 参加者 26名

3/26 第 5回『次年度の精神部会について』9名



2025 年度 権利擁護部会 活動報告
2024 年度より活動を開始した権利擁護部会では、緑区内の全事業所を対象とした権利擁護、虐待防

止について学べる場としての講演会を開催し、緑区内の事業所同士がつながる場、多くの方と出会える
場としての役割を持ちながら、支援の質の向上を目指しました。
不適切支援の情報共有、虐待の予防、早期発見のための行政との会議など、見守りネットワークの構

築を目指しました。

１，定例会 参加は緑区内の部会、連絡会を問わず全事業所が対象

日時、場所 内容

第 1 回 7 月 22 日（火）

13：30～15：30

緑区社会福祉協議会

参加者 40 名

ピアサポーター講演会

「私たちが求めるもの～支援について一緒に考えませんか」

講師 3 名の精神障害者ピアサポーターさん

第 2 回 11 月 11 日（火）

13：30～15：30

緑区役所 講堂

参加者２３名

「成年後見制度について」

講師 ひかり弁護士法人アイリス法律事務所 安田弁護士

「地域に根ざして 20 年」

講師 認定 NPO 法人ぷらっとほーむ 理事長 冨田哲夫氏

第 3 回 ２月１２日（木）

13：30～16：00

緑区役所 講堂

参加者 57 名

基調講演 「親亡き後を安心につなぐ」

講師 KHJ 全国ひきこもり家族会連合会

NPO 法人なでしこの会 理事長 田中義和氏

実践報告

「その人らしく生きること～障害のある方の権利擁護～」

報告 ゆたか希望の家 副所長 荒川知満氏

「『当事者』が支援者を受け入れるまで ～相談員から見た

『当事者』とは～ 」

報告 緑区障害者基幹相談支援センター 山内

  

２，虐待防止ネットワーク（見守りネットワーク）

10/23(2 事例)、1/15(1 事例)

障害のある方の権利を守るために、虐待防止の観点から不適切な支援についての情報を行政、基幹セン

ター、事業所等で共有することで適切な支援に切り替えられるための検討の場を作りました。試行的な

取り組みとして、相談部会の相談員の皆さんに声をかけ、行政、基幹センターでケースの共有を行い、

来年度の本格実施に向けて検討しました。

３，運営委員会

5/13（火）、10/21（火）、1/13（火）、3/10（火） いずれも 10 時～12 時



２０２５年（令和７年）度 障がいの重い人の支援を考える会のまとめ

南区・緑区の重症心身障がいのある大人と子どもが利用する事業所の集まりが出発点、継続的にお互いが抱えている

困りごとを基に話や情報の交換をしている。また、医療的ケア児支援法が施工されて３年が経っているが、全国で数件

の母による呼吸器外しなどの殺人事件がおきており、自分たちの地域でも同様に追い詰められ孤立する保護者が居る

のではないかという点で、親が孤立しないようにするためにいろいろと意見を出し合ってきた。

本人支援については、本人中心支援についてどのように支援をしていくかも、よく話し合いに出てくる。そのため講師をお

呼びして話を聞く機会を考えている。

昨年度からの課題

・地域での暮らしの意味や実現、本人家族の高齢化 ・地域との関わり、防災 ・本人中心支援 ・児童の卒後問題

・人手不足による人材確保と育成 ・障がいの重い人の活動

毎月の開催内容（基本毎月１回火曜日 １３：３０～１５：００ オンライン ）

日程 内容

１３８回 ４月１５日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・新体制の報告と確認・・新年度新体制の紹介 親と

本人の高齢化 新規訪問看護事業所さんの紹介 医療的ケア児法に伴い教

育委員会にも部署ができた

今年度のテーマは福祉サービスは誰のものなのか、人材と育成

１３９回 ５月１３日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること

玉木幸則氏（兵庫県相談支援ネットワーク代表理事）に来月聞いてみた

いこと、地域での暮らし、本人中心支援、意思決定

１４０回 ６月１０日（火）

１３時３０分～１５時３

０分

ZOOM 会議

玉木さんのお話を聞く会

誰ひとり取り残されない社会 子どもの頃の体験・優生思想 小中学校での

教員との出会い 養護学校へ、その後大学 フルインクルージョン 障害者権

利条約 自立生活と意思決定支援 本人中心支援 地域共生社会・協働

１４１回 ７月８日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること

玉木さんの話の振り返り・・フルインクルージョン、誰でも選べる社会に 当事

者性、本人中心支援

１４２回 ８月５日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること・・相談員として地域の学校での会議、

学校による対応の違いあり 夏祭りにヘルパーと参加、でもみつからず参加

できない人も 福岡での呼吸器を外した死亡事件・・資料を読みながら、繰り

返されないようにどうするのか 母の疲弊、母を支える人や関係つくり、相談

員か？ 学校の情報がわかりにくい 子の人権は？ 訪問看護が長時間は

いる対応 医療的ケア児法も出来ているが

１４３回 ９月９日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること  

医療的ケア児と家族の思いを通して考える、災害への備え

名古屋市医療的ケア児支援スーパーバイザー東ブロック今井氏

防災対策は、1 人ひとりに何が必要か、近所との協働・共助も大切

１４４回 １０月１４日（火）

１３時３０分～１５時

各事業所の近況・報告・困っていること

医療的ケア児等コーディネーター研修 防災を通し地域との連携、日ごろから



緑保健センター の活動のお知らせや町内会長への挨拶、災害ボランティアとのつながり、地

域清掃 医療的ケア児レスパイト支援事業

１４５回 １１月１１日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること・・日曜日の余暇のヘルパーがみつか

らない  

初任者研 地域の学校に通う子の親のつながりがない 母の子への思い、こ

の子のこれからをどうにかしなければ、は今も昔も同じ

１４６回 １２月９日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること・・年齢超過の方の小児科からの転院

相談支援としては始まった就労選択支援 児童の相談に入ると母が情報を

持っていないと感じる 者のホームへの母の思いは、知っている人達と生活し

て欲しい、母たちの事業所への携わり方、これが今ないのではないか 医療

的ケア児登録フォーム

１４７回 １月１３日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること・・東海市の相談支援 小児の入所か

らの地域移行 者についても在宅生活の見通しは相談できる場・人、母の希

望は小さい頃から通ってきた法人で暮らしも 林ともみさんのお話の報告

１４８回 ２月１０日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること ・・朝のヘルパー、入浴補助具の試し

母のつながりと、母目線だけでない本人との話、特に子供で忘れがちになる

ヘルパーによる家族の家事は？ ミントの会さんのグループホーム

１４９回 ３月１０日（火）

１３時３０分～１５時

ZOOM 会議

各事業所の近況・報告・困っていること

地域で暮らしていくという事、そのために母への働きかけが大切、個々のつな

がりを作る 本人が地域に出ていくことも大切

来年度のテーマ地域での暮らし 防災、学校との連携

１９事業所 ・・・子ども関係３ 大人日中系６ 居宅介護２ 入所１ 訪問看護１ 基幹２ 相談４

打ち合わせ 月１回開催・・緑区基幹支援センター カモミール ひととま

まとめ

・今年度も、全国で医療的ケア児が家族によって放置や殺される事件のことを継続して考えた。福祉サービスが選べる

現在に起きた事件。何もなかった４０年ほど前、特に重い障害があるとどこも引き受けてくれなかった、そのことで母たち

が仲間を作り事業所を作っていった名古屋市の障害者福祉の経過がある。６月に伺った玉木さんの話にも同じようなこ

とがあった。それは歩ける訓練をするために入所があり、とても寂しかったこと、良き教員との出会いなどを経て、学び、

地域で生活を送りながら仲間が居て、他の障がいのある人を支える側になられたこと。玉木さんはこれらの経験から、小

さい頃から一緒に居ることが大切（フルインクルージョン）と障害者権利条約を基に主張されている。

こうやって支援を充足してきたということだったが、１人の母には届かなかったということが事件からわかる。母との関係

作りや相談できる場の必要性、それがご本人の支援につながるからであるが、何回も話をしてきた私たちは、昔孤立感

のあった母がどう乗り越えてきたのか知りたいという思いと、母に寄り添う、信頼関係を作るにはどうしたらいいかという

ことや、児童は成長のテンポが速い為よりしっかりとした連携が学校も含めて必要なのではないかということを課題とし

てまとめた。また、卒後の暮らしの方が長く、母も歳をとるなど環境も変わっていくことで、色々な模索がある事も伝えて

いく必要性を感じた。ただ、何の課題を考えても、今はどこも人手不足と育成の難しさを抱えていることが大きな障壁にも

なっているが。

継続する課題

・地域での暮らし（本人の高齢化、医療的ケア、人手不足、母の孤立、学校との連携等含む） ・防災 ・本人中心支援

・人手不足による人材確保と育成 ・障がいの重い人の活動
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「
障
害
者
と
区
民
の
つ
ど
い
」
ブ
ー
ス 

盛
況
の
う
ち
に
終
了 

令
和
七
年
十
月
二
十
五
日
（
土
）
、
緑
区
区
民
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
緑
区
自
立
支
援
連
絡
協
議
会
は
「
障
害
者
と
区
民
の
つ

ど
い
」
ブ
ー
ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
（
当
日
は
途
中
か
ら
の
雨

が
予
報
さ
れ
て
お
り
、
ど
れ
ほ
ど
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
け
る

か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
天
候
は
大
き
く
崩
れ
る
こ

と
な
く
、
終
了
間
際
に
少
し
雨
が
降
っ
た
程
度
に
留
ま
り
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
非
常
に
多
く
の
方
々
に
ブ
ー
ス
へ
足
を

運
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

昨
年
に
続
き
３
回
目
の
参
加
と
な
る
今
回
は
、「
知
る
こ
と
で

つ
な
が
る
み
ど
り
の
輪
～202

5
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
掲
げ
ま
し

た
。「
障
害
と
は
何
か
？
」「
そ
れ
に
関
わ
る
事
業
所
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
？
」
な
ど
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
興

味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
「
き
っ
か
け
」
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た4

つ
の
企
画
（
①
福
祉
体
験
、
②
福

祉
マ
ル
シ
ェ
、
③
み
ど
り
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
展
、
④
ス
テ
ー
ジ

発
表
）
を
実
施
し
ま
し
た
。 

                      

多
彩
な
福
祉
体
験
で
深
ま
る
理
解 

 

「
福
祉
体
験
」
で
は
、
障
害
の
特
性
を
疑
似
体
験
で
き
る3

つ
の
ブ
ー
ス
を
設
け
、

多
く
の
方
に
障
害
の
あ
る
方
の
日
常
や
感
覚
の
一
部
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

視
覚
障
害
体
験 

昨
年
に
引
き
続
き
、
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
か
が
や
き
」

の
皆
様
（
６
名
）
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
し
た

状
態
で
見
え
な
い
こ
と
へ
の
不
安
を 

感
じ
な
が
ら
、
狭
い
道
や
点
字
ブ
ロ 

ッ
ク
の
上
な
ど
を
歩
く
体
験
、
さ
ら 

に
今
年
は
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

さ
ん
発
案
の
目
が
見
え
な
い
状
態 

の
食
事
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
参
加 

さ
れ
た
方
か
ら
は
「
視
覚
障
害
の
方 

の
不
安
や
恐
怖
を
感
じ
る
こ
と
が
で 

き
た
。
」「
真
っ
暗
な
世
界
の
こ
わ
さ
、
大
変
さ
を
知
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
少
し
で
も
出

来
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
か
ら
は
、
歩
行
の
誘
導
だ
け
で
な
く
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
持

つ
意
味
や
、
視
覚
障
害
の
あ
る
方
へ
お
声
が
け
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
な
ど
、
実

践
的
な
知
識
も
丁
寧
に
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

知
的
障
害
体
験
「
り
ん
ご
」
は
す
ぐ
に
絵
で
描
け
て
も
、「
ち
ゃ
ん
と
」
や
「
ち
ょ

っ
と
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
言
葉
を
絵
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
、
人
に
よ
っ
て
捉

え
方
が
異
な
り
、
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
を
体
験
。
ま
た
、
軍
手
を
二
重
に
し

た
状
態
で
折
り
紙
を
折
る
体
験
で
は
、
指
先
が
思
い
通
り
に
動
か
な
い
も
ど
か
し

さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
加
え
て
、
そ
の
状
態
（
上
手
く
で
き
な
い
状
態
）

で
「
早
く
し
て
」「
な
ん
で
で
き
な
い
の
」
と
い
っ
た
心
無
い
言
葉
を
か
け
ら
れ
る

と
、
い
か
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
か
、
逆
に
前
向
き
な
言
葉
が
け
が
い
か
に

大
切
か
を
学
び
ま
し
た
。 

精
神
障
害
体
験 

幻
聴
や
感
覚
過
敏
の
あ
る
方
が
ど
の
よ
う
に
世
界
を
感
じ
て
い

る
か
を
体
験
で
き
る
動
画
や
、
お
子
様
に
も
分
か
り
や
す
い
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
形

式
で
パ
ニ
ッ
ク
障
害
・
不
安
障
害
を
解
説
す
る
動
画
をPC

で
視
聴
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
も
視
聴
用PC

の
台
数
を
増
や
し
た
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

方
に
じ
っ
く
り
と
体
験
・
学
習
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
幻
聴
体
験

で
心
が
ぞ
わ
っ
と
し
た
」
「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
し
て
い
る
理
由
が
分
か
っ
た
」
な
ど
、

具
体
的
な
理
解
に
つ
な
が
っ
た
様
子
で
し
た
。 

  

賑
わ
い
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
福
祉
マ
ル
シ
ェ
」 
 

緑
区
内
の
福
祉
施
設
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
製
品
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
に
は
、

昨
年
の
３
団
体
か
ら
倍
増
と
な
る
６
団
体
（
障
害
児
サ
ー
ク
ルcolorfulclover

、

ア
イ
ビ
ス
徳
重
、
ハ
レ
ル
ベ
ー
ス
、
ウ
ル
、
ク
ラ
ラ
、
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
２
４
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

各
ブ
ー
ス
に
は
、
手
作
り
の
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ

ー
や
ベ
ー
グ
ル
と
い
っ
た
食
品
か
ら
、
本
格
的
な
レ
ザ
ー
製
品
、
美
し
い
絞
り
製
品

雑
貨
、
可
愛
ら
し
い
小
物
ま
で
、
多
種
多
様
な
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が
並
び
ま
し

た
。 

さ
ら
に
、
今
年
は
製
品
販
売
に
加
え
て
、
障
害
児
サ
ー
ク
ルcolorfulclover

さ
ん
に
よ
る
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
体
験
、
ア
イ
ビ
ス
徳
重
さ
ん
に
よ
る
招
き
猫
の
絵

付
け
体
験
と
い
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多

く
の
方
が
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
に
触
れ
、
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

                       

【
出
展
事
業
所
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】 

「
初
め
て
の
参
加
で
緊
張
が
あ
り
ま
し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
あ
っ
と
い
う
間

第 14回 障害のある人もない人も共につくる緑区民のつどい 開催しました 

「知ることでつながるみどりの輪～2025」 
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で
、
販
売
ブ
ー
ス
も
沢
山
の
お
客
様
が
来
ら
れ
、
他
事
業
所
と
も
交
流
が
で
き
、
ぜ

ひ
来
年
も
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」 

「
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
商
品
を
手
に

取
っ
て
頂
き
、
ま
た
事
業
所
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
多
く
の
方
に
興
味
を
持
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
も
販
売
を
通
し
お
客
様
と
接
し
、
と
て
も
充
実
し
た

一
日
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
」 

「
想
像
よ
り
も
人
が
多
く
賑
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
販
売
は
た
く
さ
ん
の
方
に
み
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。」 

           

個
性
輝
く
「
み
ど
り
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
展
」 

 

就
労
継
続
支
援

B

型
事
業
所
や
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
に
よ
る
絵
画

や
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
お
子
さ
ん
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
た
共
同
作

品
な
ど
、
約3

0

点
の
個
性
あ
ふ
れ
る
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
来
場
さ
れ

た
方
々
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
込
め
ら
れ
た
力
や
世
界
観
に
、
足
を
止 

め
て
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
今
回
は
特
別
に
、
緑
区
に
も
ゆ
か

り
が
あ
り
、
今
後
の
活
躍
が
一
層
期
待
さ
れ
て
い
る
南
区
在
住
の
小
学
６
年
生
「
け

ん
た
く
ん
」
の
書
も
展
示
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
に
彩
り
と
力
強
さ
を
加
え
て
く
れ

ま
し
た
。 

          

元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
ス
テ
ー
ジ
発
表
」 

 

好
評
だ
っ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
、
今
年
も
実
施
し
ま
し
た
。
緑
区
内
の
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
通
う
児
童
の
皆
さ
ん
と
職
員
の
方
々
、

そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
桜
花
学
園
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
が
参
加
。

総
勢2

0

名
以
上
の
方
々
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

演
目
は
「
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
」
と
「
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ミ
ッ
キ
ー
」
の

2

曲
。

事
業
所
ご
と
に
お
揃
い
のT

シ
ャ
ツ
を
身
に
つ
け
、
一
体 

感
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
を
演
出
。
踊
る
こ
と
が
難
し
い
児 

童
さ
ん
は
打
楽
器
を
曲
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
鳴
ら
す 

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
形
で
参
加
し
、
会
場
全
体
を 

巻
き
込
む
元
気
い
っ
ぱ
い
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
観
客 

席
か
ら
は
温
か
い
手
拍
子
と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

        
多
く
の
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

心
配
さ
れ
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
結
果
、
来
場
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

         

【
来
場
者
の
声
（
一
部
抜
粋
）】 

「
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
事
が
で
き
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

「
障
害
を
持
つ
人
の
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
っ
た
。」 

「
障
害
を
持
っ
て
る
子
供
た
ち
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
動
画
を
見
れ
て
、
と
て
も

良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。」 

「
目
の
不
自
由
な
方
の
不
安
な
気
持
ち
が
、
よ
く
わ
か
っ
た
。」 

「
知
っ
て
る
よ
う
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
改
め

て
知
っ
た
。」 

「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
ド
キ
ッ
と
し
た
り
、
目
隠
し
で
の
体
験
で
、
見
え
な
い
時
に
イ

メ
ー
ジ
し
た
物
の
実
際
の
サ
イ
ズ
の
違
い
や
作
業
の
し
に
く
さ
を
改
め
て
知
れ
た

こ
と
。」 

「
幻
聴
体
験
で
心
が
ぞ
わ
っ
と 

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
感
じ
が
あ
り
参
考
に
な

り
ま
し
た
。」 

「
パ
ニ
ッ
ク
・
不
安
等
が
分
か
っ
た
。
」 

「
気
づ
き
そ
う
で
、
気
づ
か
な
い
事
を
知
る
事
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。」 

「
自
分
で
も
気
に
な
っ
て
い
た
り
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
で
、
一
人
で
は
な

い
ん
だ
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
。」 

「
い
つ
も
気
に
な
っ
て
い
た
。
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
（
イ
ヤ
ー
マ
フ
）
を
し
て
い
る
理
由
が

分
か
っ
た
。」 

「
ど
の
様
に
感
じ
て
い
る
の
か
分
か
っ
て
、
対
応
の
参
考
に
な
っ
た
。」 

「
不
自
由
さ
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
」 

「
目
が
見
え
な
い
体
験
が
出
来
て
、
真
っ
暗
な
世
界
の
こ
わ
さ
、
大
変
さ
を
知
り
、

サ
ポ
ー
ト
を
少
し
で
も
出
来
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。」 

 

温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
し
ま
す 

 

今
回
の
企
画
実
施
に
あ
た
り
、「
多
く
の
方
が
障
害
福
祉
に
興
味
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
本
企
画
の
趣
旨
に
、
多
く
の
事
業
所
様
よ
り
ご
賛
同

を
い
た
だ
き
、233,000

円
も
の
協
賛
金
を
賜
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

が
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
実
現
す
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

ご
来
場
い
た
だ
い
た
区
民
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び

関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
次
回
も
会
場
で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。 


